
 

第 26回 コムズフェスティバル 市民企画事業 実施報告書 

※この報告書は、当財団のホームページに掲載させていただきます 

グループ名 議会に女性をおくる会 

開 催 日 時 ２０２５年２月１６日 １３：３０～１５：３０ 

テ ー マ もしも私が首長になったら 

形   式 パネルディスカッション/グループトーク（ワークショップ） 

講 師 等 
大西幸江さん、柴田紘子さん、金繁典子さん（パネラー） 

二宮美日さん（コーディネーター） 

参 加 人 数 女性 ２６名    男性  ３名     合計 ２９  名 

〈内容〉 

○｢もしも私が首長になったら｣のテーマで、首長選挙にチャレンジした２名（大西さん、金繁さ

ん）には「出ようと思ったきっかけや大変だった事」を、移住者として島に住む柴田さんには

｢移住者ならではの気づきや変えていけたらと思う事｣を発表してもらい、その話を受けてフ

ロアーとのディスカッションを行った。 

○休憩を挟み、後半は少人数のグループ（４Ｇ）に分かれ、「もしも私が首長になったらこんな

事に取り組みたい」というテーマでグループトークを行い、それぞれが付箋に思いを記入し、

グループ毎の発表を実施した。 

〈参加者の感想〉 

※パネルディスカッション 

○愛媛にはまだ一人も女性首長が居ない中、勇を鼓してチャレンジしたお二人の難儀話に胸を

打たれ、同時にハードルはまだまだ高いなと感じた。 

○外からの視点で地域を見ると思わぬ発見があるのだと思った。新鮮な話が聞けた。 

○現実の厳しさを、当事者の体験をもとに聞くことができた。そんな現実に負けない今後への

心意気にふれ、感動した。時代は静かに動いている、動かさねば、と。 

○女性が女性の立場でしっかり意見することが嫌がられる風潮をどうにかしたいですね。 

※グループトーク 

○女性の参加が多く、色んな活動をしている人も多く、大いに刺激を頂きました。 

○自分の会の話を聞いてもらえて、頑張ろうという気になった。 

○子育て、生活、文化、教育、災害、財政、市民活動など、生活目線での意見交換が出来た。 

○難しいだろうけど私にも（首長）やれそうと少し思えた。 

○参加者たちが次々と「こうしたい」という思いを書き出し、そのスピードと数、その上での的

確な意見に、圧倒されました。私自身はついて行けない位でしたが、ワクワクしました。思っ

たことを口に出し、語り合える素敵な時間でした。 

〈まとめ〉 

○会員外の参加者も多く、当会の存在を知らせる良い機会となった。 

○会員外の参加を得られる事で、様々な交流が果たせた。 

○企画を立案・実施する事で担当者のエンパワーメントが図れた。 

 


